
XRAIN による平成 30 年 7 月豪雨被害／岡山雨量解析 

 西尾 雅弘†    森  正寿‡ 

  久留米工業大学学術情報センター†    近畿大学大学院産業理工学研究科‡ 

 

 

 

１．はじめに 

「平成 30 年（2018 年）7 月豪雨」災害は、前

線や台風第 7 号の影響により、日本付近に暖か

く非常に湿った空気が供給され続け、西日本を

中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となっ

た。6 月 28 日から 7 月 8 日までの総降水量が四

国地方で 1,800mm、東海地方で 1,200mm を超え

るところがあるなど、7 月の月降水量平年値の 2-
4 倍となる大雨となったところがあった。これら

の影響で、河川の氾濫、浸水害、土砂災害等が

発生し、死者、行方不明者が多数となる甚大な

災害となった。（気象庁, 2018） 
このような増加する集中豪雨や局所的な大雨

（ゲリラ豪雨）による水害や土砂災害等に対し

て、適切な河川管理や防災活動等に役立てるた

めに、国土交通省では、集中豪雨や局所的な雨

量をほぼリアルタイムに観測可能な高性能レー

ダ雨量計ネットワーク（ XRAIN ： eXtended 
RAdar Information Network）の整備を進めている。

従来の C-band レーダ雨量計を高性能化（MP 化: 
multi parameter）し、X-band MP レーダ雨量計と

組み合せることにより強雨域で欠測が生じにく

い安定した雨量観測が可能である。 
平成 30 年 7 月豪雨災害で、大規模な豪雨災害

に見舞われた岡山県付近を対象に、国土交通省

の高性能レーダ雨量計ネットワーク（XRAIN）

で観測された雨量情報を使用して豪雨を行った。 
 
２．気象状況 

平成 30 年 6 月 29 日 9 時に日本の南海上で発

生した台風第 7 号は、7 月 3 日夜に対馬海峡を通

過し、4 日には日本海に進み同日 15 時に日本海 
中部で温帯低気圧に変わった。その後、この低

気圧からのびる梅雨前線が西日本上空に停滞し、

この前線に向かって極めて多量の水蒸気が流れ

込み続け、前線の活動が非常に活発となり、 
 

 
 

 
岡山県では 6 日から 7 日にかけて記録的な大雨

となり、6 日夜には岡山県内 24 市町村に大雨特

別警報が発表された。（図 1） 
 

 
図 1  地上天気図 2018.7.6 9:00（気象庁） 

 
また、7 月 3 日 00 時から 8 日 24 時までのアメ

ダスで観測した期間降水量は、鏡野町恩原

（497.0mm）、鏡野町富（490.0mm）を観測した

ほか、多くの岡山県内のアメダス観測所で

300mm 超える降水量があった。この大雨の影響

で、大規模な水害被害が発生し、被害総額は 210 
億円を超えた。（図２） 
 

３．雨量情報の解析 

本研究では、平成 30 年 6 月 28 日から 7 月 8 日

に観測された降水量の最も多かった中国地方付

近の降雨量を XRAIN （C-band MP レーダと X-
band MP レーダデータの合成データ）雨量情報を

活用し、地理情報システム（GIS）を使用して、

予測される災害の発生地点、被害の拡大範囲を

解析する。XRAIN 雨量情報と気象庁アメダス降

雨量での比較、単位時間当りの雨量または任意

の時間の雨量の等しい地点を結んだ線（等降雨

量線）を衛星画像・地形図上にオープンソース
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GIS 等（FreeBSD，GrassGIS，PostgreSQL 等）を

使用して可視化処理を行った。この雨量解析の

結果、アメダス観測点の恩原付近（津山市）で

は、XRAIN 雨量情報では、約 500mm以上の雨量

情報を捉えている。また、アメダス観測点の無

い地点は、図 3 のアメダス観測より図 4 の

XRAIN の方が降雨量をより詳細に降雨を観測し

ていることがわかる。詳細な恩原観測点付近の

雨量を等降雨量線図で示す。（図 5） 
 

 
図 2  岡山県倉敷市（岡山県庁） 

 

 
図 3 アメダス総降水量 2018.7.3-7.8 （気象庁） 

 
４．おわりに 

XRAIN は局所的な雨量をほぼリアルタイムに観測可

能である。またオープンソースソフトウェア GIS
等を使用した、XRAIN 雨量情報の活用事例が確

立すれば、他の予算の少ない市町村でも導入が

可能となり、自治体が蓄積している過去の災害

情報等を GIS に統合することにより市町村等の

防災・減災対策に役立つものと思われる。 
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図 4 XRAIN 雨量情報 2018.7.3-7.8 

 

 
図 5 雨量解析（等降水線：XRAIN 雨量情報 2018.7.3-7.8） 
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